
令和６年度公共施設里親団体交流会報告書 

 

〇交流会概要 

公共施設里親団体間の交流や情報交換の場として公共施設施設団体交流会を開催した。 

 

 ■日 時 令和６年１０月２５日（金）午後１時３０分～午後３時１０分 

 ■参加者 １８名（１１団体） 

 ■内 容 １ 自己紹介〈午後１時３０分～午後２時〉 

市民活動センター長が司会を務め、事務局、里親団体の順に紹介を行い、

里親団体からは活動内容の説明を行った。 

２ 交流会〈午後２時～午後３時１０分〉 

 出席者が４か所のテーブルにランダムに座り、「事例、工夫している点、課題」

を議題としてワークショップを行い、最後に各班から意見報告を受けた。 

 ■意 見 【〇は参加者の意見】 【→は参加者の回答】 【⇒は市の回答】 

A班 

〇ナラ枯れ被害が増えている。倒木の可能性があり、危険である。 

→蛇沼公園でもナラ枯れが増えている。その都度、枯れ木には危険の表示を

貼り、市に報告している。市は計画的に対応するようだ。 

→ボランティアでできない範囲は市に相談すると良い。対応してくれる。 

〇市委託業者による公園の草刈り予定を知りたい。ボランティア団体で刈る時

期と重ならないようにしたい。 

→蛇沼公園は作業の一月前に、業者より予定日の通知をいただいている。⇒

龍ヶ岡と北竜台地区の公園の草刈りは、造園業者に委託しているが、その他の

市内・佐貫地区はシルバー人材センターに委託している。年に 2 回草刈りを行

っているので、市に問い合わせいただければ概ねのスケジュールは回答でき

る。 



 ■意 見 〇市に草刈りの予定を問い合わせたところ、９月中と案内されたが、なかなか

作業が入らないためシルバー人材センターに問い合わせたところ、「作業が遅

れており、１１月初旬になる」と回答された。一月以上遅れているのは、人員不足

が原因ではないのか。シルバー人材センターだけでなく、複数の業者に委託し

たほうが良いのではないか。 

⇒福祉の観点などからシルバー人材センターに委託している経緯があるが、作

業が遅れるなど市民サービスに影響するようであれば、委託先を検討したい。 

〇刈り残しがある。 

⇒以前、緑地の草刈りは年に２回、１回目は道路際、２回目は全て行っていた。

現状は確認して内部協議したい。 

B班 

〇白羽の道路の植樹（ツツジ等）が枯れているが、そのままなのか。こちらから

連絡しないと対応してもらえないのか。管理として、パトロールは行わないの

か。 

⇒パトロールは行っているが、道路も範囲が広いので、全ては把握できないの

が現状。連絡いただければ対応したい。 

〇たつのこアリーナ前・セブンイレブン付近の草が伸びており、目隠しとなって

いるので危険だ。 

⇒該当の道路は県道かと思われるので、確認して県の道路管理者に報告した

い。 

〇落ち葉を処理するため、腐葉土箱を公園に設置しても良いか。また、箱を作

るにしても木材などの費用がかかるが支援してもらえないのか。 

⇒以前も同様の例があるので、設置するのは可能。道路公園課に相談してほ

しい。また、木材については、大和ハウス工業株式会社が市ボランティア登録制

度「まちづくり・つなぐネット」に登録しており、ボランティア活動であれば、端材

の提供が可能と聞いている。まずは、地域づくり推進課に相談してほしい。 

〇植栽の資金に困っているが、支援してもらえないのか。 

⇒担当課と協議してもらえれば、花苗等を公園に植えることは可能だが、費用

の補助は行っていない。 

→花苗は植えていません。 

→自治会や地域コミュニティ協議会から費用を出してもらっている。 



 

 ■意 見 Ｃ班 

〇若柴公園の隣にある長山中学校が廃校となり小中一貫校となる。今後の公

園利用はどうなるのか。 

⇒現在の学校敷地の範囲で整備するので、今後の公園利用に影響はない。 

〇ごみ袋の支給はあるが、公園の芝を刈る際の刈払機の燃料代が負担となっ

ているが、支援してもらえないのか。 

〇県では、刈払機の刃や燃料（ガソリン）などは現物で支給してもらっているの

で、市でも検討願いたい。 

⇒現状、費用の補助は行っていないが、内部で持ち帰り検討したい。 

〇破竹川で鯉を大量に獲っている者がいるが、市で禁止等の注意ができない

のか。 

⇒破竹川は県の管理となるので、県にその旨を報告する。もし釣りをしている

場所が公園の専用部分であれば、公園内での釣りは禁止のため市から注意は

できる。 

→破竹川にもともと鯉が生息していたとは考えられないため、誰かが放流した

と考えられる。鯉を獲る行為は泥棒なのではないのか？速やかに県に報告す

るべきである。 

〇どの団体も会員の減少が課題である。会員の高齢化が進み、若い人が入っ

てこない。このままでは里親団体はどんどん減るだろう。 

Ｄ班 

〇費用面での課題が多く挙げられたが、当団体では、地域コミュニティ協議会

から年５万円の補助金をいただいている。自治会や地域コミュニティ協議会に

相談しても良いのでは。 

 


